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東文研アーカイブスの構築と活用
　　　　　　　　　　　　岸本　誠司
　東北文化研究センターの岸本です。よろしくお
願いします。僕は兵庫県出身で、山形に来て４年
目になります。関西に戻ってきて、山形のことを
お話しするのは、何か変な感じがしておりますが、
髙橋隆博センター長が山形出身で大阪にいらっ
しゃって、兵庫県出身の私が山形に行ってという、
何かおもしろいご縁を感じております。
　私のほうからは、東北文化研究センターの
アーカイブスを中心にお話しさせていただきま
す。センターでは、「東北文化研究センターアー
カイブス」、通称「東文研アーカイブス」を公開
しております（http://www.tobunken-archives.
jp/DigitalArchives/）。そのアーカイブスには、戦
前の絵はがきが約 25,000 点、大正から昭和 30
年代ぐらいにかけての写真が 2,000 点、私たち
が撮影した映像、あるいは自治体その他が所有し
ている映像 30本、それから私たちの研究に関係
する論文や史跡などの情報 1,200 件ほどが所収
されています。これを 2007 年２月に公開いたし
ました。
　このアーカイブスは、第１期目のオープン・リ
サーチ・センター整備事業「東アジアの中の日本
文化に関する総合的な研究」（2002 年度～ 2006
年度）のプロジェクトの一つとして構築されたも
のです。私は、第１期目の事業の後半から参加し
ましたので、詳しい概要は菊地先生がよくご存知
だと思いますが、第１期目は、現在進めている第
2期目の事業とはテーマが異なっていました。第
1期目のテーマは、東アジア（中国、韓国、ラオ
ス、ロシアなど）のいくつかの国家・民族や地域
をフィールドとして、東アジアから見た東北、さ
らに日本という視点で、広い地域や分野の研究者
をつなぐ、ネットワークづくりが非常に成果を上
げたプロジェクトではないかと思います。
　第 1期目の成果と反省も含めまして、第 2期
目のオープン・リサーチ・センター整備事業で
は、「東北地方における環境・生業・技術に関す
る歴史動態的総合研究」（2007 年度～ 2011 年
度）というテーマで、もう一度翻って、私たちと
その周囲の研究者自身が、東北をどう考えるのか
ということで、キャッチフレーズを「東北１万年
のフィールドワーク」としまして、環境史・歴
史・考古・民俗という視点で、現代から１万年の
タイムスパンを対象として、個々の研究者が取り
組んでいくという状況です。
　アーカイブスの話に戻りますが、最初のオープ
ン・リサーチのほうで、一つは絵はがきというも
のに注目しました。現在、絵はがきというのは、
実は古書業界でもしっかりとしたジャンルが確立
されているのですが、事業が始まった当時という
のは、まだ萌芽期でした。それに目を付けたのは
私どものセンターの所長である赤坂憲雄なんで
す。「絵はがきというのはおもしろいじゃないか」
「これを束にしたときに見える世界というのは必
ずあるはずだ」ということで、年間 5,000 点ぐ
らいの古い絵はがきを収集しました。そして、私
どもで絵はがきのデジタル化をして１点ずつ書誌
情報を登録して、それを検索できるシステムを構
築しました。
　現在、第２期目のオープン・リサーチ・センター
整備事業でも、プロジェクトの一つとして「映像
アーカイブの高度な活用に関する研究」を立ち上
げました。第１期目のほうでは、古写真や戦前の
絵はがきを束にして活用できる基礎づくりに力を
入れたわけです。そして現在は、「映像アーカイ
ブの高度な活用に関する研究」というプロジェク
トテーマに移行しつつあります。絵はがきや写真
という多分野にわたる資料を束ねたときに何かが
見えるはずだと考えています。我々研究者は、「古
写真や絵はがきというものを現代的視点からどう
読むことができるのか」というのを一つ考えてい
ます。でも、それだけに終始するのではなくて、
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それを携えて、私たちが取り組んでいるフィール
ドワークの現場に持ち込んだときに、どういった
展開が可能かというところを意図しました。
　その目標を一言でいうと、「地域の共有資源を
目的としたビジュアル資料の発掘と活用」です。
つまり、絵はがきのような印刷物、あるいは各家
庭に眠っているような非常に個人的な写真といっ
たものを美術的・歴史的な意味検討に終始するの
ではなく、絵画資料を使って、そこに住んでいる
地域の方々が、地域の今あるいは今後を考える手
がかりとして活用することを検索しています。そ
ういうことを東北文化研究センターが率先して取
り組んでいくという姿勢を見せることが、東北あ
るいは日本のためになるのではないかと考えて活
動しています。
　具体的な活動をいくつかご紹介いたしますが、
このプロジェクト「映像アーカイブの高度な活用
に関する研究」では、非常に個性的なテーマを考
えたなと思っています。この映像アーカイブの高
度な活用に活躍するのは、学生たちなんです。学
生たちをフィールドに連れていき、そこに眠って
いるさまざまなビジュアル資料というものを学生
たちが発掘してきます。さらに、集めたビジュア
ル資料をまとめて、それらに基づいた聞き書き等
の調査を進め、映像民俗誌のような形で提示しま
す。それを地元に還元して、地元の方たちと一緒
に地域のことを考えていくという取り組みを進め
ています。今後は、年に 2、3冊のペースで、そ
の成果が出てくるのではないかと考えています。
学生と一緒に村に入って調査をしていくなかで、
学生は地域の方たちと向き合いながら学習をし
て、かつ研究の素材を発掘していくことになりま
す。そうした点が、この研究の非常に個性的なと
ころではないかと考えています。
　アーカイブスの問題というのは、「アーカイブ
ス学」というものがあるように、非常に難しいん
です。非常に専門的になっていますので、そこで
私たちが戦っていくのではなく、私たちの大学、
あるいは私たちの進めてきたオープン・リサーチ・
センター整備事業から、地域の大学が地域や日本
を考えるときにどうであるかということを、アー
カイブスを通じて見ていくことだと思います。今、
地域は非常に早いペースで変わっていることが山
形に住んでいますとよく見えてきます。そういっ
た問題にこのアーカイブスの研究がどうつなが
るのか、そういうところに対して今後真摯に向き
合っていきたいと考えています。
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